
　10月1日から『赤い羽根共同募金』が始まります。
　『赤い羽根共同募金』は、地域の一人ひとりが少しずつ協力しあい、助け合う、明るく住みよい
地域社会を推進していくための運動です。
　今年は、約7,100万円を募金目標額としており、募金は地域の福祉団体や市内の社会福祉施設等
へ配分され、支援を必要とする様々な福祉活動に活用されます。
　また、被災された方とボランティアを繋ぐ災害ボランティアセンターの運営や
被災された方へのお見舞金としても活用されます。
　まちの「やさしさ」と「ありがとう」のかけ橋『赤い羽根共同募金』。
　皆様からのやさしい気持ち（募金）をお待ちしています。

相模原市社協 クリックインタビュー全文はホームページで ※11月版は11月1日に掲載されます。
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　35年前、東京都より緑区若葉
台に転入。
　精神保健ボランティア「ふきの
とう」代表を務める傍ら、「相模
原福祉オンブズマンネットワーク」
など、様々なボランティア活動を
されています。平成25年より民
生委員・児童委員としても活躍中。
　「誰もが豊かに安心して暮らせ
る街づくりに向けボランティア活
動が出来れば良いと思っていま
す」と気さくに話されます。

　81歳という年齢を感じさせ
ないパワーと熱意で、市社協の
様々な事業で担い手として活躍
されている塩村さん。
　「利用者さんとの会話も、同
年代ゆえに同感、共感し合える
ことがあります。そんなちょっ
としたお手伝いを続けていま
す。もうやめなさいと言われる
まで、少しでも長く続けていき
たい」と笑顔で話されます。

若月 謙二さん
（緑区若葉台）

塩村 一郎さん
（中央区上溝）

あなたの募金が福祉のまちづくりに！ 赤い羽根共同募金運動
女子サッカーチーム
「ノジマステラ神奈川相模原」も応援！

今年入団したニューフェイス。写真左から平野優花選手、権野貴子選手、
小林海青選手も10月1日からの駅頭募金にご協力いただく予定です。

車輌を前に笑顔の
「パステルファームワーキングセンター」の皆さん

「大きな募金の

 輪が広がると
 嬉しいです」

　中央区田名の障がい者施設「パステルファームワーキングセンター」では、赤
い羽根共同募金の配分金で、段差を小さくして乗降しやすくするための自動ス
テップと手すりがついた車輌を購入することができました。
　「毎日の送迎の他に月に数回外出するときに利用しています。普段みんなで出
かけることが少ないので、外出する日が待ち遠しいです」と利用者の声。
　募金が障がい者の外出の機会を支えています。　 総務係　 042-730-3888

11月7日㈯ 午後1時30分～ 4時　  あじさい会館　ホール（入場無料）
　 第一部  表彰と感謝のつどい  午後1時30分～ 　第二部  お楽しみコンサート  午後2時45分～（予定）

「相模原邦楽アンサンブル」
　筝・尺八・三味線・琵琶・篠笛・ニ胡・打楽器等の和楽器を使って、オー
ケストラ形式で様々な曲を楽しんでいただきます。

「詩と絵画のコラボレーション展」
　精神に障がいのある方の書いた詩を題材に市内の画家が絵を描き、詩と絵
画を11月2日㈪～ 7日㈯にあじさい会館ロビーにて展示します。

第46回相模原市社会福祉大会　市民みんないいひとの日
　市社協では、「市民みんないいひとの日」として、ボランティア活動やご寄付により地域福祉に貢献された皆
様の表彰と感謝の集い、お楽しみコンサートを開催します。

　子どもの生命が脅かされる事件が後を絶たず、大きな社会問題となっている
「児童虐待」。
　右上の写真は昨年、市が実施した児童虐待防止街頭キャンペーン。声をかけているのは民生委員・児童委員、
主任児童委員の皆さんです。「児童虐待を防ぐには早期発見が大切。相談活動に関するリーフレット等で啓

発を行っています」と話すのは市民児協児童・子育て支援委員会吉川委員長（写真左）。
「多くの人に児童虐待防止を身近な問題と感じてもらい、子育てに悩んでいたら気軽
に私たちに相談してほしい」と副委員長で主任児童委員の馬場さん（写真右）。
　児童虐待防止のシンボルマーク「オレンジリボン」を胸に民生委員・児童委員、
主任児童委員は身近な地域の相談役として活動しています。
　街頭キャンペーン･･･相模大野駅：11月9日㈪、橋本駅：11日㈬、午後5時～ 6時

市民児協事務局（地域福祉係）　 042-704-6275

勤務 平成28年4月から、原則、週38時間45分
対象 昭和60年4月2日から平成6年4月1日までに生まれ、社

会福祉主事任用資格を有するか平成28年3月までに取
得見込で、普通自動車運転免許があるか取得見込の人

募集人員 若干名　　　　試験日 11月8日㈰
試験会場 あじさい会館
申込 10月23日㈮（消印有効）までに、郵送で必要書類を同

協議会へ
住所 〒252-0236中央区富士見6-1-20　  042-730-3888
＊ 応募条件や必要書類などは、同協議会ホームページをご覧になる

か、お問い合わせください。

市社会福祉協議会の職員募集
（一般事務及び社会福祉業務）

勤務 11月1日から、週3日（午前9時～午後4時）
麻溝地区社会福祉協議会及び麻溝地区民生委員児童
委員協議会の事務支援

対象 福祉活動への理解と情熱があり、普通運転免許を有す
る人

給与 時給980円
申込 市社協各事務所で配布する申込書を10月13日㈫まで

に、市社協南区事務所（南保健福祉センター１階）へ　
 042-765-7065

市社会福祉協議会の非常勤職員募集
（地域福祉支援員１名募集）

街頭キャンペーンでチラシを配布

  オレンジリボンを胸に

11月は児童虐待防止推進月間です！
　　～市民生委員児童委員協議会（市民児協）の取り組み～

ステップと手すりがあるので
乗降も簡単です♪

ありがとう赤い羽根から生まれた

ブログ「にこまるの部屋」でも情報発信中！

相模原市社会福祉協議会　広 報

にこまるにこまる

　「社会福祉協議会（社協）」は、市民の皆さんとともに、福祉のまち
づくりを進める社会福祉法に位置付けられた民間団体です。皆様から
の寄付金、賛助会費、共同募金に支えられています。
発 行　社会福祉法人相模原市社会福祉協議会
〒252-0236 相模原市中央区富士見６丁目１番20号 あじさい会館内
電話 042－756－5034　FAX 042－759－4382
電子メール　 info@sagamiharashishakyo.or.jp
ホームページ http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
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自治会に加入しよう！
自治会は地域福祉の原動力

�市自治会連合会　 �042-753-3419

活動のひとコマ

防災訓練

災害ボランティアコーディネーター養成講座〈全2回〉
　大規模災害時には、支援活動を行うために災害ボランティアセンターが設置されます。
同センターでの活動とボランティアのコーディネートに必要な知識や技術を学びます。
�11月28日㈯、29日㈰�午前9時30分～午後5時　 �あじさい会館　
�市内在住の人、20人（申込順）　 500円（資料代）
�中央ボランティアセンターまで。11月20日㈮までに下記のいずれかにて、氏名
（ふりがな）、電話番号、「養成講座」と明記して下さい。
042-786-6181　FAX�042-786-6182　 svc@sagamiharashishakyo.or.jp

毎月第4木曜日（10月22日・11月26日）　一人40分間
　①午後1時20分～2時�②2時～2時40分�③2時40分～3時20分�④3時20分～4時
�あじさい会館2階　市社協福祉推進課　相談室　 高齢者・障がい者とその家族
事前に電話申し込み（開催日の前月1日より受付開始）
�あんしんセンター係　 042-756-5034

弁護士による人権や財産に関する無料相談会

顔の見える関係づくりに向けて〜
「新磯見守りステーション」がスタート！

　新磯地区では、今月より「新磯見守りステーション」を立ち上げました。
　これは新磯地区に居住する80歳以上の1人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯等を
対象とし、利用の申し出をされた方に対して民生委員による戸別訪問や声掛け、見守
り活動協力者による外部からのさり気ない見守り等を通して、安否の確認や孤立の防
止、顔の見える関係づくり等を目指しています。
　この取り組みでは、利用者に対して「安心グッズ」を配布し、自宅内での万が一に
活用頂く他、利用者の情報は新磯高齢者支援センターにも提供され、「ちょっと様子
がおかしいのでは」など見守り活動の中での気づきを高齢者支援センターとも連携し
対応するものです。
　現在、新磯地区内に在住されている方でこの活
動の利用を希望される方や見守り活動にご協力い
ただける協力者を募集しています。
　いつまでも安心して暮らせるまちづくりに向け
て、皆さんのご協力をお願いします。
新磯地区社会福祉協議会
046-251-0014

　地区社協が地域の福祉活動の推進役となり、地域で住民の「困りごと」を
考え、支えあいの福祉のまちづくりを目指すものです。この事業は、市社協
と地区社協が協働ですすめています。　 �地域福祉係　 042-704-6275

福祉コミュニティ形成事業とは…

No.18シリーズ  楽しく「『ふくし』でまちづくり」    福祉コミュニティ形成事業

�10月10日㈯まで
　�午前10時～午後5時
�あじさい会館1階　ハンドメイドショップ
「バオバブ」
�相模原市内の施設に通所されている障
がいのある方が作ったお菓子や雑貨を
10％OFFで販売（全品）
�ハンドメイドショップ「バオバブ」
�042-757-6772

年に一度の感謝祭
（全品10％オフ）

�ケアホームさくら（緑区相原4-23-17）
�施設長として障害者のケアホームの管
理運営。1日8時間勤務（勤務時間要相
談、夜勤有）　 月額23万円（賞与有）
10月31日㈯まで　 ケアホームさくら

　�（施設長：小形）　 �042-771-7639

ケアホームさくら職員募集

看護師再就労応援セミナー

�①11月28日㈯�午前9時～午後6時
　�②11月29日㈰�午前9時～午後3時
�①関内駅前マークビル5階（JR関内駅）　

　�②デイあやとり
　　（JR淵野辺駅より徒歩20分）
�一種免許で福祉有償運送の運転ができ
る資格の講習会です（①、②2日間の
受講が必要です）
18名（先着順）
�9,000円
神奈川高齢者生活協同組合
�045-663-8825（担当：岡田）

福祉有償運送運転者講習会

グループホーム支援員大募集

ふれあいサービス協力会員入会説明会  参加者募集
�①10月16日㈮�午前9時30分～10時30分��②11月17日㈫�午後1時30分～2時30分　
※毎月実施。12月以降の日程はお問い合わせください。両日同じ内容です。
�中央区・緑区在住の方：あじさい会館2階�市社協福祉推進課

　�南区在住の方：南保健福祉センター2階�情報交換ルーム
�高齢、障がい、病気などにより日常生活にお困りの方に対し、有料
でお掃除や洗濯、草取りなどの家事援助や通院、散歩のつきそいな
どを担っていただくふれあいサービス協力会員を募集。
�在宅福祉係�� 042-756-5098　 南区事務所�� 042-765-7065

�10月26日㈪�午後1時～ 4時�
�ユニコムプラザさがみはら（ボーノ相
模大野サウスモール3階）
看護師等の資格を有する方
�最近の看護知識、再就労看護師等の
お話、個別相談
�託児要問合せ（開催日2週間前まで）
�かながわ福祉人材センター（担当：渡部）
�045-312-4816　FAX�045-313-4590
jinzai@knsyk.jp

�①生活ホームフロイデ
　　（中央区光が丘1-16-3）
　�②生活ホームアベーテ
　　�（中央区下九沢1216-7）
�業務内容：知的障害者の日常生活支援
（食事作り・お風呂介助等）
　�勤務時間、時給（時間・勤務曜日は応相談）
　�①午前6時30分～午前9時
　�②午後6時～午後9時30分
　�　①、②は時給970円
　�③午後9時30分～翌朝6時30分（夜勤）
　�　③は時給1,150円
　　�（実働6時間、1回6,900円）
　�交通費：規定内支給
　�条件：女性利用者支援のため、女性に限る
�相模原市手をつなぐ育成会（担当：柿澤）
�042-759-4310援助会員講習会（保育有）

日にち・時間 内　容 会　場

1日目 10月27日㈫
午前10時～午後3時30分

子どもの栄養と食事・子どもの世話・
おきやすい事故とその対応・子どもの
身体の発育と病気 緑区

合同庁舎
4階集団指導室2日目 11月2日㈪

午前9時30分～午後4時
子どもの遊び・子どもの心の発達とそ
の問題・保育の心・障害児の特徴と接
し方・登録手続き

※講習会受講前に入会説明を受けていただきます。
入会説明会　※いずれか1日。下記以外の日は要相談。
　①�10月7日㈬城山保健福祉センター、8日㈭相模湖総合事務所、13日㈫藤野総
合事務所、14日㈬津久井総合事務所�いずれも午前10時30分～

　②10月22㈭緑区合同庁舎、23日㈮南区合同庁舎、24日㈯あじさい会館
　　いずれも午前10時～で②のみ保育有（定員5名）
•�保育士、幼稚園教諭、小学校教諭などの有資格者は随時登録ができ、講習会の
一部免除があります。
相模原市ファミリーサポートセンター　 042-730-3885

　保育園・幼稚園・児童クラブ等の開始前後の預かりや送迎、保護者の病気・
リフレッシュ時の預かりなど、子育てを助け合う会員制の組織です。
　援助会員（子育てのお手伝いをしたい人）講習会を開催します。

ファミリーサポートセンター援助会員募集！

あなたの力を
貸して下さい☆

　市社協では、市内各所に清涼飲料水の自動販売機を設置させていただき、その売
り上げの一部を市民が取り組む福祉活動の財源に活用しています。
❖�企業、個人の皆様！自販機の設置場所に空きスペースをご提供い
ただけませんか？
❖�既に自販機を設置している皆様！福祉活用型の自販機に移行してみ
ませんか？
　�自販機の売り上げを活かした地域福祉への貢献に興味・関心のある
皆様ぜひご検討ください。　 総務係　 042-730-3888

自動販売機で地域貢献を！

ボランティア活動を始めたい方のための
ボランティアセミナー

�①10月16日㈮�午後1時30分～4時　②11月18日㈬�午後1時30分～4時
�①緑区合同庁舎　 緑ボランティアセンター　 042-775-1761

　�②あじさい会館　 中央ボランティアセンター　 042-786-6181
�ボランティア活動の基礎知識と実際の活動、事例の紹介等。セミナー終了後、65
歳以上の方の活動を応援する「ふれあいハートボランティア」の説明を行います。


